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序章 県の施策体系

 本県は、5 年 11 月に制定された「環境基本法」

を踏まえ、環境への負荷の少ない持続的発展が可

能な社会を構築し、地域の自然、文化、産業など

を含んだ魅力ある環境を保全し、快適な環境の実

現を図っていくため、7 年 3 月に「千葉県環境基

本条例」を制定しました。

この条例は、環境基本法との整合性を図りつつ、

県の環境の保全について基本理念を定め、県、市

町村、事業者及び県民の責務を明らかにするとと

もに、環境の保全に関する基本的な事項を示すも

のです。

 条例の第 9 条は、知事は環境の保全に関する施

策の総合的かつ計画的な推進を図るため、環境基

本計画を定めなければならないとしており、県で

は 8 年 8 月に「千葉県環境基本計画」を策定し、

この計画に基づいて各種施策を推進してきました。

しかしながら、地球温暖化防止や生物多様性保

全など地球環境全体の持続性に関わる問題への取

組が緊急性を増し、その中で、県民、ＮＰＯ等の

民間団体、事業者、行政機関等の具体的行動と相

互の連携・協働が一層求められるようになるなど、

環境を取り巻く状況が大きく変化してきました。

このため、同計画を全面改定し、20 年 3 月に新

たな「千葉県環境基本計画」を策定しました。

計画では、「すべての県民が環境について考え、

行動する」と「あらゆる施策に環境の視点を入れ

る」という二つの考え方を併せて「環境自治」と

しています。

県は、この「環境自治」の考え方のもと、県民

が一体となって、豊かで安心して暮らしていける

千葉の環境を守り、次の世代へと伝えていくため

の取組を進めていきます。

第 2 部は、千葉県環境基本計画の施策体系に沿

って、本県の環境の状況及び施策の展開について

まとめました。

千葉県環境基本条例 

千葉県環境基本計画 

環境基本法 

関連法

・地球温暖化対策促進法

・自然環境保全法

・廃棄物処理法

・大気汚染防止法

・水質汚濁防止法

・環境教育推進法

・環境影響評価法 など

関連条例 

・千葉県環境保全条例 

・千葉県自然環境保全条例 

・廃棄物の処理の適正化に関する条例 

・千葉県環境影響評価条例 

・里山の保全、整備及び活用の促進に

関する条例         など 

分野別個別計画 

・千葉県地球温暖化防止計画 

・生物多様性ちば県戦略 

・千葉県環境学習基本方針 

・千葉県廃棄物処理計画 

・千葉地域公害防止計画 

・千葉県自動車交通公害防止計画 

・自動車排出窒素酸化物及び自動車 

排出粒子状物質総量削減計画 

・湖沼水質保全計画 

・バイオマス立県ちば推進方針 など 

循環型社会形
成推進基本法 

生物多様性基
本法 

環境保全のための具体的な施策の展開 

千葉県の環境行政の枠組み 
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